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教育スタッフ
PLAZA

　大手楽器メーカーで海外部門を中心に10年お世話

になったあと、専門学校を設立し運営責任者を務める

という畑違いの案件を受けて教育のフィールドに入

り、いつの間にか四半世紀が経ちました。

　当初、なんと古い体質なのだろうと思いましたが、

同時に、やりがい、使命感が沸々と湧いてきたことを

思い出します。人の成長にかかわれるとはなんと幸せ

なことだろう、そして責任の重いことだろう、と。全

国の大学生の育成に傾注していたときは、無垢な物か

ら固有の造形物を創っていく感覚を覚えたものです。

ただし、型にはめる成形物ではなく、あくまでも素材

を活かす造形物です。

　1999年に教育事業会社を創業し、さまざまな沿革

を経て、現在の株式会社EDUCEに至りますが、社名

をつける際、教育という言葉は使いたくありませんで

した。なぜなら、自分が知っていて相手は知らないと

いう前提に立って、知識やテクニックをひけらかし、

自分があたかも偉いかのように上から物申す教育スタ

イルに辟易してきた経験があったからです。

　人はだれもが固有の能力を持っているはずであり、

可能性を信じその潜在能力を引き出すことが教育に携

わる者の使命であるとの強い思いから、“EDUCE”（潜

在能力を引き出す）を社名に選びました。それは、「人

を輝かせ、組織を活性化する」会社の目的となり、ミッ

ションになっています。

　教育事業会社を創業して18年、さまざまな人の機

微、多様な価値観、多くの成長にかかわり続けるなか

で、ロジカルに考えて効率的に行動することを求めら

れたメーカー時代とは打って変わり、人の「感情」に

必然的に着目するようになりました。人は理性ではな

く感情でしか動かないことを痛感しています。

　ご依頼いただいた研修の成果を最大限に高めるに

は、対象者の「感情をいかに揺さぶれるか」が研修の

ツボだと考えています。会社から言われたから、参加

しないとランクを上げられないから、といった他人事
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の状態から、いかにして「我が事」として研修を受け

ていただくか。そこが講師の正念場であり醍醐味だと

思いますが、残念ながらそのような講師は稀です。

　人前に立ち、時間を頂戴する立場の人間には重い責

任がありますから、講師自身が最重要コンテンツだと

考えています。講師選定の際に人格面を重視して目利

きしているのもそのためです。

　私は、自らを律するため、「インストラクション研

究会」を立ち上げ、講師としてあるべき姿を追求して

います。変な例えですが、「常連」は店に認めてもらっ

て初めてなれるものですが、意外にもわかっていない

人が多いですね（笑）。

　私たちが大事にしていることの１つに、クライアン

トへの長期的な貢献があります。それは、人材と組織

を継続的に活性化させることを通じ、業績を上げるこ

とだと考えています。ご依頼に対して、最大の感謝と

誠意でお応えする姿勢となり、「一緒に考え、一緒に

汗し、一緒に高まる」という私たちのモットーの拠り

所になっています。

　ご依頼いただいた研修が、クライアントの目的に本

当に合致しているだろうか。差し出がましいことを考

えてしまいますが、その根底には、教育的見地と合目

的性の追求をバランスさせる「教育エンジニアリング」

という独自の思想があります。

　研修を売るために動くのは論外としても、クライア

ントのコスト負担はそっちのけで、内容ばかりに偏る

のも問題です。ビジネスにも教育にも偏ることなく、

バランス感覚を保ち最善のソリューションを検討する

ことを大切にしています。

　そもそも研修が必要なのか、ほかに、より効果的な

方策はないのか。シンプルかつダイレクトに目的を達

成し、バリューをご提供するため、「教育エンジニア

リング」してひと味違う提案をしています。

　創業以来取り組んでいる「教育内製化」は、その好

例です。結果にコミットするため、研修前の組織状態、

研修終了の数カ月後の成果を測る独自のアセスメント

を開発したのも、クライアントへの長期的な貢献を第

長期的な貢献

一に考えた必然の結果でした。

　私たちは、「我が事化」という言葉を頻繁に使いま

す。「我が事化」に思い至ったのは、研修成果を高め

ることを追求し続けてきた結果ですが、組織開発・人

材開発においても有効であると実感しています。「人

を輝かせ、組織を活性化する」EDUCEのミッション

を結実させることにつながっています。直属の組織で

の個々人の「我が事化度」、「自己効力感度」、「居場所

度」という感情面を切り口に、そこで働く人と組織の

状態を分析し、最適なソリューションをご提案します。

　ご要望が増え、嬉しい悲鳴をあげる「人材定着研究

会」では、毎回ゲスト企業を招いて、人材採用や定着、

育成に関する具体的な課題を聞き、参加メンバーと議

論しています。私たちの提案内容を深め、高めるうえ

でも欠かすことのできないものです。

　研究会には、オブザーバー参加の企業、ＨＲ関係の

業界で働く方々のほかに、企業に勤めながら産業カウ

ンセラーの勉強をされている方々も参加されて、多面

的な視野を養う場になっています。もとより、事例に

なっていただいた企業への貢献は忘れておりません。

「我が事化」による組織開発

●専門分野・指導実績
人的資源サポート、教育サポート、大学サポートを専門とし
ている。全国 90 大学、10 万人を超える学生のキャリア教育
などの実績あり。
●連絡先
株式会社 EDUCE
〒 530-0047 大阪市北区西天満 6-7-2
新日本梅新ビル４Ｆ
TEL：06-6940-4425　FAX：06-6940-4365
HP ： http://www.e-plus.gr.jp
E-mail：bin@e-plus.gr.jp

図表　組織の理想像を表現した絵
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